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  ３．１ 故障かなと思う前に  ·································· Ｐ．１５ 

  ３．２ 基本仕様  ············································ Ｐ．１５ 

  ３．３ 保証とアフターサービス  ······························ Ｐ．１６ 

 

  このたびは、当社製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

  正しくご使用いただくため、ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。 

  お読みになったあとは、いつでも見られるように必ず保存してください。 
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１．はじめに 

１．１ 主な特長 

  ・ペルチェ素子内蔵のＬＤホルダーです。 

  ・ペルチェ素子を使用し、校正済み１０ＫΩサーミスターセンサーを内蔵しています。 

  ・Ｆ１２５はＴｏ－Ｐａｃｋａｇｅ型のＬＤに対応しています。 

  ・Ｆ１２６／Ｆ１２７はＣｈｉｐ Ｃａｒｒｉｅｒ型のＬＤに対応しています。 

・ＬＤのアノード、カソードの切替は、ホルダー上部カバーをはずしてジャンパーピンの変更

により行うことが出来ます。 

・ 

１．２ ご使用いただく前に 

  ・コントローラー接続用のケーブルは付属されておりません。 

   ご使用になりますコントローラに合わせてご用意下さい。 

  ・Ｆ１２６／Ｆ１２７を使用する場合は、ＬＤの取付の際にＭ２のねじが必要です。 
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１．３ 安全にご使用いただくために 

  ご使用になる前に以下の注意事項を必ずお読みください。 マークは禁止の意味を表します。 

 

 

 

  ここに示された注意事項を必ずお守りください。この注意事項を守らなかった場合、けがをし  

  たり、物的な損害を受けたりする可能性があります。 

 

・配線について 

  ＬＤホルダーには、ＬＤ駆動用、温度コントロール用としてコネクターが必要です。 

  これらのコネクターは電源投入前に接続してください。 

  電源投入後のコネクターの抜き差しはＬＤ破損のおそれがありますので絶対に行わないように 

  してください。 

 

・使用環境 

  本製品の上にものを載せないでください。また、次のような場所でのご使用は避けてください。 

   －ほこりや粉塵（特に金属粉）の多いところ 

   －直射日光の当たるところ 

   －火気に近いところ 

   －振動のあるところ 

   －水や油のかかるところ 

   －傾きのある不安定なところ 

 

・管理／保管 

  長時間使用しない時、本製品を移動させる時には、コントローラーの電源を切り、電源プラグ 

  をコンセントから抜いてください。 

  火災や感電などの思わぬ事故を予防します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 
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・分解／改造 

  製品の分解・改造・不当な修理は絶対に行わないでください。 

  故障や感電の原因となり危険です。 

  異常がある場合は、当社ＯＳＴ事業部営業グループまでご連絡ください。 

 

・修理のご依頼を 

  次の場合は、ただちに電源を切り、電源プラグを抜いてください。 

  その後、当社ＯＳＴ事業部営業グループまで修理をご依頼ください。 

  そのまま使い続けると、火災や感電、けがの原因となります。 

   －変な臭いがする、煙が出ているなどの異常な場合 

   －電源コードが傷んだ場合 

   －本製品に水をこぼしたり、内部に異物が入った場合 

   －本製品を落としたり、破損した場合 

 

        ※お問い合わせ先はＰ．１０をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 

 

 

 

 

 

！ 



 6 

２．取り扱い方法 

２．１ コントローラーとの接続 

   弊社カタログ記載しておりますＩＬＸ Ｌｉｇｈｔｗａｖｅ社製コントローラーを 

  ご使用になる場合は、以下のケーブルをご使用下さい。 

  ＬＤ駆動用     ：ＶＣＣ－３０５Ｓ 

  温度コントロール用 ：ＶＣＣ－５０５Ｓ 

 

 

ＬＤ駆動用ケーブル結線  ＶＣＣ－３０５Ｓ 

 

 コントローラー側 Ｄ－ｓｕｂ９Ｐオス        ホルダー側 Ｄ－ｓｕｂ９Ｐオス 

     ピンＮＯ．４ ＬＤ （カソード）             ピンＮＯ．４  

     ピンＮＯ．５ ＬＤ （カソード）             ピンＮＯ．５  

     ピンＮＯ．６ ＰＤ （カソード）             ピンＮＯ．６  

     ピンＮＯ．７ ＰＤ （アノード）             ピンＮＯ．７  

     ピンＮＯ．８ ＬＤ （アノード）             ピンＮＯ．８ 

     ピンＮＯ．９ ＬＤ （アノード）             ピンＮＯ．９  

 

ＶＣＣ－３０１Ｓ（破線部未加工）も用意してあります。 

 

 

 温度コントロール用ケーブル結線 ＶＣＣ－５０５Ｓ 

 

 コントローラー側 Ｄ－ｓｕｂ１５Ｐオス       ホルダー側 Ｄ－ｓｕｂ９Ｐメス 

     ピンＮＯ．１ ペルチェ素子＋               ピンＮＯ．１  

     ピンＮＯ．２                       ピンＮＯ．２  

     ピンＮＯ．３ ペルチェ素子－               ピンＮＯ．３  

     ピンＮＯ．４                       ピンＮＯ．４  

     ピンＮＯ．７ サーミスタセンサー＋            ピンＮＯ．７ 

     ピンＮＯ．８ サーミスタセンサー－            ピンＮＯ．８  

 

 

他メーカーのコントローラーをご使用になる場合は、上記ケーブル配線図をご参考下さい。 
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２．２ ＬＤの極性切り替えについて 

ＬＤのプラス・マイナス、コモンタイプ等による極性の切り替えはホルダー上部カバーをは

ずしてジャンパーピン（１～４）の変更により行うことができます。（取付けるＬＤのタイプ

により、極性の切り替えが対応できない場合があります。） 

※ 出荷時ＬＤはカソードコモン、ＰＤはカソードコモンとなっています。 

※ 出荷時ジャンパーピン５の設定は、３ピンタイプの場合ｃｌｏｓｅ、４ピンタイプの場合

ｏｐｅｎとなっています。 

 

 

Ｆ１２５ ３ピンタイプの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ 

ＰＤ ＬＤ 

A 

K 

1：Ａ－Ｂ 

3：Ｂ－Ｃ 

 

2：Ａ－Ｂ 

4：Ｂ－Ｃ 

 

（５：close） 

ジャンパーピン設定 

① LD ｱﾉｰﾄ  ゙

② PD ｱﾉｰﾄ  ゙

③ ｺﾓﾝ 

LD ｶｿｰﾄﾞｺﾓﾝ・PD ｶｿｰﾄﾞｺﾓﾝの素子を御使用される場合 

A 

K 

出荷時設定です 

出荷時ジャンパーピン設定 

 C  B  A 

1 

3 

2 

4 

ＬＤソケット部 

① 

③ 

② 
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① ② 

③ 

ＰＤ ＬＤ 

1：Ｂ－Ｃ 

3：Ａ－Ｂ 

 

2：Ａ－Ｂ 

4：Ｂ－Ｃ 

 

（5：close） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｶｿｰﾄ  ゙

②PD ｱﾉｰﾄ  ゙

③ｺﾓﾝ 

LD ｱﾉｰﾄﾞｺﾓﾝ・PD ｶｿｰﾄﾞｺﾓﾝの素子を御使用される場合 

K 

A 

A 

K 

① ② 

③ 

ＰＤ ＬＤ 

1：Ａ－Ｂ 

3：Ｂ－Ｃ 

 

2：Ｂ－Ｃ 

4：Ａ－Ｂ 

 

（５：close） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｱﾉｰﾄ  ゙

②PD ｶｿｰﾄ  ゙

③ｺﾓﾝ 

 

LD ｶｿｰﾄﾞｺﾓﾝ・PD ｱﾉｰﾄﾞｺﾓﾝの素子を御使用される場合 

K 

A 

A 

K 

① ② 

③ 

ＰＤ ＬＤ 

1：Ｂ－Ｃ 

3：Ａ－Ｂ 

 

2：Ｂ－Ｃ 

4：Ａ－Ｂ 

 

（5：close） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｶｿｰﾄ  ゙

②PD ｶｿｰﾄ  ゙

③ｺﾓﾝ 

LD ｱﾉｰﾄﾞｺﾓﾝ・PD ｱﾉｰﾄﾞｺﾓﾝの素子を御使用される場合 

K 

A 

K 

A 
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Ｆ１２５ ４ピンタイプの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1：Ａ－Ｂ 

3：Ｂ－Ｃ 

 

2：Ａ－Ｂ 

4：Ｂ－Ｃ 

 

（５：open） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｱﾉｰﾄ  ゙

②PD ｱﾉｰﾄ  ゙

③LD ｶｿｰﾄ  ゙

④PD ｶｿｰﾄ  ゙

 

①～④が下記の素子を御使用される場合 

A 

K 

出荷時設定です 

出荷時ジャンパーピン設定 

 C  B  A 

1 

3 

2 

4 

ＬＤソケット部 

① 

③ 

② 

④ 

上 

下 

① 

③ 

② 

④ 

上 

下 

ＬＤ 

ＰＤ 

A 

K 

Top View 
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1：Ｂ－Ｃ 

3：Ａ－Ｂ 

 

2：Ａ－Ｂ 

4：Ｂ－Ｃ 

 

（5：open） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｶｿｰﾄ  ゙

②PD ｱﾉｰﾄ  ゙

③LD ｱﾉｰﾄ  ゙

④PD ｶｿｰﾄ  ゙

 

①～④が下記の素子を御使用される場合 

1：Ｂ－Ｃ 

3：Ａ－Ｂ 

 

2：Ｂ－Ｃ 

4：Ａ－Ｂ 

 

（5：open） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｶｿｰﾄ  ゙

②PD ｶｿｰﾄ  ゙

③LD ｱﾉｰﾄ  ゙

④PD ｱﾉｰﾄ  ゙

 

①～④が下記の素子を御使用される場合 

1：Ａ－Ｂ 

3：Ｂ－Ｃ 

 

2：Ｂ－Ｃ 

4：Ａ－Ｂ 

 

（５：open） 

ジャンパーピン設定 

①LD ｱﾉｰﾄ  ゙

②PD ｶｿｰﾄ  ゙

③LD ｶｿｰﾄ  ゙

④PD ｱﾉｰﾄ  ゙

 

①～④が下記の素子を御使用される場合 

① 

③ 

② 

④ 

上 

下 

ＬＤ 

ＰＤ 

① 

③ 

② 

④ 

上 

下 

ＬＤ 

ＰＤ 

① 

③ 

② 

④ 

上 

下 

ＬＤ 

ＰＤ 

A 

K 

A 

K 

A 

K 

A 

K 

A 

K 

A 

K 

Top View 

Top View 

Top View 
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 Ｆ１２５ 結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F125 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

① 

② 

④ 

③ 

ＪＰ1 

ＪＰ4 

ＪＰ3 

ＪＰ2 

C 

4 

D-sub 9P ｿｹｯﾄ部 

LD ｶｿ ﾄー  ゙

ＪＰ5 

a 

2 

3 

1 

B A 

C B A 

C B A 

C B A 

LD ｶｿ ﾄー  ゙

PD ｶｿ ﾄー  ゙

PD ｱﾉ ﾄー  ゙

LD ｱﾉ ﾄー  ゙

 

LD ｱﾉ ﾄー  ゙

 

b 

 出荷時設定 
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 Ｆ１２６／Ｆ１２７の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出荷時ジャンパーピン設定 

 C  B  A 

1 

3 

2 

4 

※JP2･4は使用しない 

ＬＤ Ｃａｒｒｉｅｒ部 

① 

③ 

 出荷時設定 

F126／Ｆ127 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

① 

③ 

ＪＰ1 

ＪＰ4 

ＪＰ3 

ＪＰ2 

C 

4 

D-sub 9P Carrier部 

LD ｶｿ ﾄー  ゙

2 

3 

1 

B A 

C B A 

C B A 

C B A 

LD ｶｿ ﾄー  ゙

LD ｱﾉ ﾄー  ゙

 

LD ｱﾉ ﾄー  ゙

 

※JP2･4は使用しない 



 13 

２． ３ ＬＤの取付について 

1. Ｆ１２５ キャンタイプのＬＤを取り付けることができます。 

下のサイズの素子を取り付けることができます。 

Ｘ：発光部外形  Ｙ：つば部外形 

 Ｘ Ｙ 

Ａタイプ φ３．６以下 φ６．５以下 

Ｂタイプ φ６．５以下 φ１０以下 

またＬＤソケットは以下の４種類です。 

 

 

３ピンタイプ 

 

  ３Ａ Ｐ．Ｃ．Ｄ．φ２．０ 

  ３Ｂ Ｐ．Ｃ．Ｄ．φ２．５４４ 

 

 

 

 

 

４ピンタイプ 

 

  ４Ａ Ｐ．Ｃ．Ｄ．φ２．０ 

  ４Ｂ Ｐ．Ｃ．Ｄ．φ２．５４４ 

 

 

 

2. Ｆ１２６ チップタイプのＬＤを取り付けることができます。 

    Ｍ２のねじでプローブの位置を変更し電極に接触させます。 

3. Ｆ１２７ チップタイプのＬＤを取り付けることができます。 

    Ｍ２のねじでプローブの位置を変更し電極に接触させます。 

 

 

２．４ 操作について 

ご使用になりますコントローラーの取扱説明書をご参照ください。 

ＬＤソケット部 

① 

③ 

② 

④ 

P.C.D 

ＬＤソケット部 

① 

③ 

② 

P.C.D 
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２．５ トレース図 

 

 

Ｆ１２５ 

Ｆ１２６ 

Ｆ１２７ 
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３．その他 

３．１ 故障かな？と思う前に 

     修理依頼の前に、以下の項目をチェックしてください。 

  症 状 
 

    原  因 
 

    対 策  
 

  参照ﾍﾟｰｼﾞ
 

電源が入らない コントローラの電源コードが

抜けている 

コンセントにしっかり 

差し込む 
― 

コントローラのヒューズ切れ

ている 

ヒューズ交換 ― 

配線が正しくない 配線接続の確認 ― 

ＬＤが発光しない ケーブルの接続不良 

 

ケーブルのコネクター部の

接続確認 

Ｐ．６ 

極性が正しくない ジャンパーピンの設定確認 Ｐ．７ 

ＬＤが固定されていない 取付確認 Ｐ．１３ 

温度調整ができない 

 

ケーブルの接続不良 ケーブルのコネクター部の

接続確認 

Ｐ．６ 

ＬＤが固定されていない ＬＤ取付確認 Ｐ．１３ 

サーミスターの不良 サーミスターの確認 ― 

※ コントローラーに問題がある場合も考えられます。コントローラーの取扱説明書をご参照下さい。 

 

３．２ 基本仕様 

    設定温度    ： ５℃～７０℃ 

              （ただし、室温の場合） 

    温度制御制度  ： ±０．１℃以下  

    重量      ： ０．２ｋｇ 

    ペルチェ素子  ： Ｑｍａｘ１５．３Ｗ、４．２Ｖ、６．０Ａ 

    ｻｰﾐｽﾀｾﾝｻｰ   ： 校正済み１０ＫΩ 

    使用環境    ： ０～４０度 ２０～８０％ＲＨ  （非結露） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること

がありますが、ご了承ください。 
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３．３ 保証とアフターサービス 

 ●保証について 

   お問い合わせ時に製品の側面にマーキングされております８桁のシリアルナンバーをご連絡  

   ください。当社でシリアルナンバーにより納入日を記録しております。保証期間は、納入後   

   １年間です。 

   但し、次の場合は保証対象外となり、有償修理とさせていただきます。 

     －使用上の誤り及び当社以外の者による改造、修理に起因する故障、損傷の場合 

     －輸送、移動時の落下等、お取扱いが不適当なために生じた故障、損傷の場合 

     －火災、塩害、ガス害、異常電圧及び地震、雷、風水害、その他の天災地変等による 

      故障、損傷の場合 

     －取扱説明書記載方法及び注意書きに反するお取扱いによって生じた故障、損傷の場合 

 ●アフターサービスについて 

   修理依頼の前にＰ．12の項目をチェックしてください。 

   それでもご不明な点等ございましたら、当社ＯＳＴ事業部営業グループまでお問い合わせく 

   ださい。 

 《保証期間中》 

   取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障した場合には、無償で修理いたします。 

   上記の保証対象外の故障につきましては、有償修理とさせていただきます。 

 《保証期間が過ぎた場合》 

   修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有償修理いたします。 

 ●修理可能期間について 

   本製品の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち 

   切り後１年です。この期間を修理可能期間とします。なお、部品の保有期間を過ぎた後でも 

   修理可能な場合がありますので、当社ＯＳＴ事業部営業グループまでお問い合わせください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本製品に生じた故障に関し、当社は本保証に基づく無償修理以外   

 の責任を負いません。 
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＜お問い合わせ先＞ 

       駿河精機株式会社 ＯＳＴ事業部 営業グループ 

東京営業所  〒110-0014 東京都台東区北上野2-18-4 UCJ上野ﾋﾞﾙ 4F TEL 03-5806-1634  FAX 03-5806-1696 

関西営業所  〒569-0071 大阪府高槻市城北町1-5-25 FJY ﾋﾞﾙ 4F     TEL 072-661-3500  FAX 072-661-3622 

本社・工場  〒424-0056 静岡県静岡市清水区七ツ新屋549-1       TEL 054-344-0332   FAX 054-346-1196 
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